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上
下
水
道
局
庁
舎
の
建
設
、
維

持
管
理
を
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
公
民
連
携
）

方
式
で
行
う
事
の
理
由
に
つ
い
て

当
局
は
「
民
間
事
業
者
に
一
括
発

注
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
設
公
営

方
式
と
比
較
し
て
事
業
費
の
削
減

が
望
め
る
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
６
月
段
階
で
当
局
が
試
算
し

た
20
年
間
の
リ
ー
ス
料
総
額
は
、

約
２
億
５
千
万
円
で
あ
っ
た
も
の

が
、
今
年
２
月
の
大
和
リ
ー
ス
株

式
会
社
と
の
契
約
で
は
、
約
５
億

２
千
万
円
と
２
倍
以
上
に
膨
れ
上

が
っ
て
い
ま
す
。
明
ら
か
に
公
設

公
営
方
式
の
方
が
安
く
な
り
ま
す
。

民
間
活
力
を
導
入
し
た
ほ
う
が
事

業
費
の
負
担
が
軽
く
な
る
と
い
う

話
は
一
体
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
の
上
下
水

道
局
庁
舎
の
建
設
・
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
コ
ス
ト
比
較
の
妥
当
性
、

ず
さ
ん
な
試
算
と
説
明
責
任
の
問

題
か
ら
反
対
し
ま
す
。

 
 

 
 
 

 
水
道
事
業
会
計
予
算
に
反
対

「
民
活
」で
コ
ス
ト
増
と
は
ど
う
い
う
こ
と
？

　

平
成
29
年
度
座
間
市
一
般
会
計

予
算
は
、
法
人
市
民
税
の
減
収
な

ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
徹

底
し
た
事
業
の
見
直
し
で
不
用
額

を
捻
出
し
た
結
果
、
最
優
先
課
題

で
あ
る
第
四
次
座
間
市
総
合
計
画

の
事
業
を
網
羅
し
た
予
算
編
成
と

な
っ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。
歳

出
で
は
、
投
資
的
経
費
が
対
前
年

度
比
７
・
８
％
増
と
な
り
、
新
消

防
庁
舎
建
設
、
北
部
、
南
東
部
地

区
の
総
合
交
通
対
策
、
小
田
急
相

模
原
駅
前
西
地
区
再
開
発
な
ど
、

住
み
よ
い
座
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
積
極
的
な
未
来
へ
の
投
資

で
あ
る
と
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

紙
お
む
つ
等
育
児
用
品
支
給
事

業
は
、
新
生
児
を
対
象
に
、
１
人

に
つ
き
１
万
円
分
の
育
児
用
品
が

支
給
さ
れ
、
子
育
て
中
の
世
帯
に

は
う
れ
し
い
出
産
祝
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
化
対
策
・
子
育
て

支
援
策
の
一
翼
と
も
な
る
事
業
で

あ
る
と
高
く
評
価
し
ま
す
。

総
合
交
通
対
策
等

積
極
的
な
未
来
へ
の
投
資
に
賛
意

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の

地
方
交
付
税
は
20
億
１
０
６
０
万

４
千
円
で
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

４
２
２
４
万
８
千
円
で
す
。
問
題

な
の
は
、
自
治
体
の
取
り
組
み
に

よ
る
成
果
と
成
績
で
交
付
税
を
決

め
る
と
い
う
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
地

方
交
付
税
は
地
方
固
有
の
財
源
で

す
。
こ
の
方
式
の
導
入
は
、
自
治

体
間
の
格
差
を
是
正
し
、
全
て
の

自
治
体
が
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
地

方
交
付
税
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る

も
の
で
あ
り
反
対
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る

個
人
番
号
が
、
平
成
29
年
度
以
降

の
給
与
所
得
等
に
関
わ
る
市
県
民

税
の
特
別
徴
収
税
額
の
通
知
書
に

記
載
さ
れ
ま
す
。
管
理
上
ま
た
郵

便
物
の
紛
失
等
に
よ
る
情
報
漏
え

い
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
利
用
に
反
対
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
座
間
市
一
般
会
計

予
算
の
総
務
費
で
は
、
５
年
を
か

け
て
地
下
水
総
合
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
用
い
て
三
次
元
水
循

環
解
析
モ
デ
ル
を
更
新
し
、
地
下

水
の
流
れ
を
よ
り
高
い
精
度
で
再

現
し
、
地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

地
下
構
造
物
の
地
下
水
へ
の
影
響

解
析
な
ど
に
活
用
す
る
と
の
こ
と

で
す
。
こ
の
事
業
は
、
第
３
期
か

な
が
わ
水
源
環
境
保
全
・
再
生
実

行
５
か
年
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
神
奈
川
県
水
源
環
境
保

全
・
再
生
市
町
村
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

交
渉
で
は
担
当
職
員
が
県
に
何
度

も
か
け
合
い
、
大
変
な
苦
労
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
本
市
の
誇

り
で
あ
り
特
徴
で
も
あ
る
豊
か
な

地
下
水
の
よ
り
一
層
の
保
全
が
図

ら
れ
、
国
や
県
の
流
れ
と
一
体
と

な
り
、
補
助
金
獲
得
に
も
大
変
な

努
力
を
さ
れ
た
当
局
の
姿
勢
を
高

く
評
価
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
座
間
市
一
般
会
計

予
算
は
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る　

健
や

か
な
ま
ち
」
な
ど
九
つ
の
将
来
目

標
の
実
現
の
た
め
に
施
策
を
具
現

化
し
た
実
施
計
画
事
業
を
最
優
先

に
、
そ
の
全
て
を
網
羅
し
た
予
算

措
置
と
す
る
た
め
、
健
全
財
政
戦

略
本
部
を
開
催
す
る
な
ど
、
職
員

と
一
丸
と
な
っ
て
事
業
ご
と
の
必

要
最
低
限
の
事
業
費
を
算
定
し
、

堅
実
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
筋
肉

質
の
予
算
編
成
が
で
き
た
こ
と
を

評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
人

口
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
減
少
傾
向

と
な
り
、
生
産
人
口
の
減
少
や
高

齢
化
の
進
行
、
そ
し
て
個
人
所
得

が
伸
び
な
い
中
で
徹
底
し
た
事
業

の
見
直
し
や
経
費
の
節
減
に
努
め

る
だ
け
で
な
く
、
国
の
補
正
予
算

で
採
択
さ
れ
た
交
付
金
を
活
用
し
、

整
備
事
業
な
ど
を
平
成
28
年
度
に

前
倒
し
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
予
算
編
成
に
取
り
組
ま
れ
た

こ
と
を
評
価
し
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
座
間
市
一
般
会
計

予
算
に
賛
成
し
ま
す
。
就
労
準
備

支
援
事
業
の
委
託
料
に
つ
い
て
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
は
、

初
年
度
の
２
０
１
５
年
度
か
ら
子

ど
も
健
全
育
成
員
に
よ
る
学
習
支

援
事
業
、
２
年
目
は
家
計
相
談
支

援
事
業
、
３
年
目
の
新
年
度
は
就

労
準
備
支
援
事
業
と
、
任
意
事
業

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
こ
と
を
高
く
評
価
し
ま
す
。
離

職
か
ら
長
い
方
、
ま
た
引
き
こ
も

り
や
ニ
ー
ト
と
言
わ
れ
る
状
況
に

あ
る
方
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
さ

ま
ざ
ま
な
「
働
く
」
を
通
し
て
社

会
の
つ
な
が
り
を
回
復
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
受
け
入
れ
先

と
し
て
「
地
域
で
と
も
に
働
く
、

と
も
に
暮
ら
す
」
の
認
識
の
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
福
祉
の
現
場
は
も
ち

ろ
ん
、
仕
事
の
工
程
を
切
り
分
け
、

市
役
所
関
係
機
関
を
初
め
、
市
内

の
中
小
企
業
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
賛
成
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
末
か
ら
発
生
す
る

新
上
下
水
道
局
庁
舎
リ
ー
ス
支
払

い
、
20
年
間
の
費
用
負
担
は
リ
ー

ス
料
に
と
ど
ま
り
そ
う
に
な
い
こ

と
が
委
員
会
審
査
等
か
ら
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
が
、
リ
ー
ス
方
式

の
メ
リ
ッ
ト
も
理
解
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
本
討
論
は
そ
れ
を
賛
成
し

た
議
員
と
し
て
そ
の
責
任
と
重
荷

を
背
負
う
こ
と
の
決
断
で
あ
り
、

今
後
20
年
間
費
用
負
担
と
メ
リ
ッ

ト
の
両
面
か
ら
詳
細
に
追
い
続
け
、

判
断
し
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
を
賛
成
し
た
議
員
に
も
求
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
実
績
が

官
民
連
携
の
よ
き
判
断
材
料
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。　
　

　

市
附
属
機
関
で
あ
る
就
学
指
導

委
員
会
の
名
称
が
教
育
支
援
委
員

会
へ
、
ま
た
、
適
応
指
導
員
を
教

育
支
援
員
へ
と
変
更
す
る
条
例
改

正
は
、
こ
れ
ま
で
の
名
称
が
改
ま

る
こ
と
を
大
い
に
喜
び
つ
つ
賛
意

を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
予
算

編
成
で
は
、
一
部
製
造
業
の
収
益

減
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
動
向
や
、

国
庫
支
出
金
の
近
年
の
内
示
率
を

勘
案
す
る
と
歳
入
の
減
収
を
見
込

ま
ざ
る
を
得
な
い
中
、
本
来
の
目

的
に
沿
っ
た
形
で
財
政
調
整
基
金

を
活
用
し
、
長
年
停
滞
し
て
い
た

事
業
や
懸
案
と
な
っ
て
い
る
事
業

を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら

に
は
第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
の

基
本
構
想
に
掲
げ
た
九
つ
の
将
来

目
標
の
着
実
な
推
進
を
図
る
べ
く
、

総
合
計
画
の
施
策
を
具
現
化
し
た

実
施
計
画
事
業
を
網
羅
し
て
い
る

点
を
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
た
る
財
政
調
整
基

金
の
減
少
を
理
由
に
事
業
を
先
送

り
す
る
、
い
わ
ば
、
逃
げ
る
こ
と

で
批
判
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、

実
施
を
す
る
、
す
な
わ
ち
、
攻
め

る
こ
と
で
批
判
を
受
け
る
こ
と
を

相
応
の
覚
悟
を
示
し
な
が
ら
選
択

さ
れ
た
点
を
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
導
入
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対

地
下
水
の
さ
ら
な
る
保
全
を
高
く
評
価

積
極
的
で
堅
実
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

予
算
編
成
を
評
価

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

就
労
準
備
支
援
事
業
の
取
り
組
み
に
賛
意

水
道
事
業
会
計
予
算
に
賛
成

官
民
連
携
の
今
後
を
注
視
！

「
逃
げ
」で
は
な
く「
攻
め
」の
姿
勢
を

大
い
に
評
価

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久　
議
員
）

公
明
党
（
安
田　

早
苗　
議
員
）

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄　
議
員
）

ざ
ま
明
進
会
（
佐
藤　

弥
斗　
議
員
）

ざ
ま
大
志
会
（
池
田　

徳
晴　
議
員
）

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤　

陽
子　
議
員
）

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海　

の
ぞ
み　
議
員
）

自
民
党
・
い
さ
ま
（
荻
原　

健
司　
議
員
）

　

討
論
（
３
月
24
日
）

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、
安
田
早
苗
（
公
明
党
）、

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）、
池

田
徳
晴
（
ざ
ま
大
志
会
）、
安
海

の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
佐
藤
弥
斗
（
ざ
ま
明
進
会
）、

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
荻
原
健
司
（
自
民
党
・
い

さ
ま
）

　

報
告
第
３
号
に
対
す
る
質
疑

（
３
月
24
日
）

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）

　

議
員
提
出
議
案
第
１
号
に
対
す

る
質
疑
（
３
月
24
日
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）、

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）

　

議
員
提
出
議
案
第
１
号
に
対
す

る
討
論
（
３
月
24
日
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）、

池
田
徳
晴
（
ざ
ま
大
志
会
）、
沖

永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ

な
い
議
員
）、
安
海
の
ぞ
み
（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
）


